


すぐ授業に使えるネタ，あります！ 教育センターの研究
教育センターでは，佐賀県の教育課題を解決するために「プロジェクト研究」と「個別実践研

究」という２つの研究に取り組んでいます。前回は，小学校国語科・中学校国語科・小学校算数

科・中学校数学科の研究について，紹介しましたので，今回はそれ以外の研究の概要と，特に

小・中学校特別支援教育の詳細について紹介します。これらの研究成果については３月中旬に

教育センターWeb ページに公開する予定です。なお，平成 20 年

度までの研究成果については，教育センターWeb ページに公開

していますので，是非，ご活用ください。

プロジェクト研究（平成 20 年度からの継続）

■ 小・中学校社会科 現実社会につなげる授業とは

社会的な見方・考え方を深めるために，社会的な価値を考える学習の在り方を研究しています。具体的

には，意思決定型の学習の組み方や授業の実際，評価の方法が分かるような内容と，すぐに使えるワーク

シートなどを提案する予定です。これからの社会科学習の在り方を考える上で，参考になるものと考えて

います。

■ 中学校英語科 書く力を高める指導方法

４技能「聞く・話す・読む・書く」を関連付けた指導法と「書くこと」の指導の充実について研究して

います。４技能のバランスを見据えた上で「書くこと」に重点をおいた授業を実際に行うにはどのように

すればよいか，具体的な手立てを紹介します。書く指導に役立つ「英作文のコツ」についてのワークシー

トや，すぐに授業で使える３分間ライティングのアイデア情報を Web から発信します。

個別実践研究
■ 中学校家庭科

新学習指導要領における小・中学校の「食生活」に関する指導内容を踏まえた，確かな実践力を育成す

るための問題解決型の授業実践を研究しています。小学校との系統性を踏まえた「食生活と自立」につい

ての指導を提案したいと考えています。問題解決型の授業の指導案とそれに関するワークシートが Web ペ

ージからダウンロードできる予定です。

■ 高等学校家庭科

「家庭基礎」における食育指導の在り方について研究しています。中学校との系統性も視野に入れなが

ら，体験を通して学んだ知識・技能を実践に生かす力をはぐくむために，生徒が「気付き，考え，提案す

る」場面を重視した授業実践を研究しています。「食べることから考える」を題材とした授業の指導案や

ワークシート，問題解決型の学習に取り組むためのホームプロジェクトにかかわるワークシート，年間を

通して食育にかかわる指導計画などが Web ページからダウンロードできる予定です。

■ 小・中・高等学校教育相談

教師との，また児童生徒相互の好ましい人間関係を育てるために，集団の中で自己理解・他者理解を深

める手立てを研究しています。平成 19・20 年度のプロジェクト研究において作成した「がばいシート」を

活用することで集団や個人の状態を把握し，それに応じた開発的・予防的教育支援の計画・実践を行って

います。また，小・中・高等学校における事例を踏まえて，支援に結び付けるための手立てについても提

案したいと考えています。学級担任のみならず，養護教諭や教育相談担当の先生にも役立つ内容になるよ

うまとめています。

■ 小・中学校特別支援教育 個別支援のアイデア満載

発達障害等により配慮を必要としている児童生徒の特性に応じた支援の在り方について研究を進めていま

す。小・中連携を意図した「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」作成ソフトの開発，また，通常

学級に在籍する発達障害のある児童生徒の特性を理解し，それを配慮した授業づくりと支援のアイデアな

ど，これからの小・中学校における特別支援教育の推進に役立つものを提案します。

☆学習場面での支援を考えるための実態把握と支援☆
発達障害のある子ども一人一人を見ると，それぞれの得意なところ，苦手なところは様々です。そこで，学習の支援を考えるためには，一

人一人の学ぶ力や特性を十分に理解しておくことが必要です。ここでは理解するための実態把握と実際の支援の一部を紹介します。

① 対象となる子どもの実態把握
まず，対象となる子どもの実態把握をすることが大切です。

実態把握を行う項目(視点)としては，以下のようなことがあります。

・ＬＤの定義に沿った６領域

・「注意集中」 ・「人とのかかわり」など。

上の項目について，対象児童生徒の特性（得意なこと，苦手なことなど）をまと

めます。特に，得意なことやできる状況を把握しておくことは，授業場面での具体

的な支援につなげるために重要であり，これらを授業の中で生かすことが大切で

す。

② 実際の支援
子どもの特性の実態把握ができれば，そこから支援を考えていきます。大事なことは，「子どもの得意な

ことや持てる力が生かせる支援」であることです。そのための活動や学習の課題解決ができるヒントなどが

必要となります。支援の方法はたくさんありますので，Web 上では，もっとたくさんの支援を紹介できるよ

うにする予定です。

・見やすく分かりや

すい板書をします。

(右上図参照)

・子どもの特性に配

慮し，安心して取り

組めるワークシート

の工夫をします。

・注意を引き付ける

ために，視覚的教材

を多く取り入れま

す。

◎「個別の教育支援計画」作成支援ソフト◎ ３月中旬に Web ページからダウンロードできます。

「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を作成するソフトです。

① フェイスシート
乳幼児期からの児童生徒の特

性や本人・保護者の願いを知る

ことができます。

② アプローチシート
現在の児童生徒の特性を理

解したり，支援の方向性を考

えたりすることができます。

③ アクションシート
具体的な支援方法を，学期ご

とに評価したり，日々の記録を

残したりすることができます。

「聞くこと」 「話すこと」 「読むこと」

「書くこと」 「計算すること」 「推論すること」

分かりやすい板書の例

安心して取り組めるワークシートの工夫

空間の使い方が苦手であったり，書く

分量を気にしたりする子にとっては，線

があるだけで，書き入れるところが分か

り，安心して書くことができます。

漢字を読むのが苦手な子にとっ

ては，ふりがながふってあるだけ

で，安心して読むことができ，課

題に取り組みやすくなります。

形をうまくかけない子にと

っては，マス目があると，か

きやすくなります。

書くことやまとめることが苦手な子

にとっては，文章が穴埋め式になって

いると，ヒントとなる言葉を頼りに書

くことができ，書く量も少なくなりま

す。

この作成支援ソフトの

使い方を簡単に説明しま

す。

まず，①フェイスシー

ト，③アクションシート

の２つのシートに子ども

の実態等を入力していき

ます。

次に，支援プランを作

成する別のシートを操作

して②のアプローチシー

トを作成します。

これまでと比べて，

「個別の教育支援計画」

及び「個別の指導計画」

が作成しやすくなってい

ます。



第 11 回 教育実践交流会のご案内

☆教育論文部門
《校内研究の部》
優秀賞 鹿島市立浜小学校 校長 樋口 作二 代表 教諭 荒川 尚

研究主題 思いや考えを豊かに伝え合う子どもの育成
－国語科を中心とした話し合い活動を通して－

優良賞 唐津市立湊小学校 校長 池上 英利 代表 教諭 前田 秀子
研究主題 豊かな心をはぐくみ, 主体的に実践する子どもの育成

－特別活動や各教科，総合的な学習の時間との有機的な関連を図った総合単元的な道徳
学習を通して－

《個人研究の部》
優秀賞 県立中原養護学校 教諭 吉岡 弘信

研究主題 障害と向き合い，将来の「はたらく生活」につながる指導・支援の在り方
－中学部重複クラスの実践を通して－

優良賞 佐賀市立北川副小学校 教諭 野中 英利
研究主題 基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る国語科学習

－説明文を書くことの学習を通して－

優良賞 佐賀市立若楠小学校 教諭 古川 能正
研究主題 児童が自然事象を見て考え，納得をする理科授業の研究

－科学的な認識をもとにして自然事象を解き明かす－

優良賞 佐賀市立若楠小学校 教諭 倉﨑 恵美子
研究主題 学び合い，学力を育むＴＴ・少人数指導の研究

－新学習指導要領に対応した算数的活動「学び合い」を取り入れた授業の工夫－

優良賞 佐賀市立三瀬小学校 教諭 橋口 繁美
研究主題 それぞれがありのままで意欲的に学び合える学級集団作り

－人権総合学習および個別の支援を手立てとして－

奨励賞 白石町立白石中学校 栄養教諭 北川 美千代
研究主題 学校と家庭・地域連携による食に関する指導の充実をめざして

－食に関心を持ち，望ましい食生活をおくる子どもを育てる食育指導－

奨励賞 白石町教育研究会 学校事務職員部会 代表 白石中学校 事務長 諸井 義人
研究主題 白石町共同実施による事務の実践

－学校の組織としての力を強化するために－

☆教育情報コンテンツ部門
該当なし

平成 21 年度の教育論文・教育情報コンテンツの募集には，27 編の応募がありました。厳正な審査の結果，次のよう
に入賞校・入賞者を決定しました。応募されたみなさん，本当にありがとうございました。また，入賞されたみなさん，
おめでとうございます。

教育論文・教育情報コンテンツ入賞者発表！

「子どもが輝く教育活動の改善と充実を求めて」をテーマに，今年度も下の日

時で開催します。今年度は『変化の時代に求められる学力と新教育課程』と題し，

岡 陽子教育センター所長(前文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官)

が基調講演を行います。また，例年以上の多種多様な分科会・ワークショップを

準備し，みなさんをお待ちしております。

「忙しくて時間がない」という声に応え，「交流Ⅳのみ参加」というように一部

の参加も可能となっています。申し込み方法等，詳細は，二次案内及び教育セン

ターＨＰをご覧ください。なお，申し込み締め切りは１月 29 日(金)です。

開開催催日日時時：：平平成成 2222 年年２２月月 1188 日日((木木)) 99：：0000～～1166：：3300 昨年度の様子
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